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神
前
遺
跡
の
出
土
遺
物

神
前
遺
跡
は
「
風
車
52
号
」
で
も
二
次
調
査
の

成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
神
前
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
遺
物
に

重
点
を
置
い
て
記
し
ま
す
。

神
前
遺
跡
は
和
歌
山
市
神
前
に
所
在
し
、
北
側

は
井
辺
遺
跡
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
は
県
道
和
歌
山
橋
本
線
改
良
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
平
成

二
十
一
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
の
三
ヶ
年
に
渡

り
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

見
つ
か
っ
た
遺
構
（
生
活
の
痕
跡
）
に
は
弥
生

時
代
前
期
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
も
の
が
あ
り
、

遺
構
か
ら
は
各
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
は
人
々
の
生
活
が

連
綿
と
続
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

神
前
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
最
も
古
い
遺
物
は

弥
生
時
代
前
期
（
紀
元
前
二
五
〇
年
）
の
も
の
で
、

殆
ど
が
溝
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
～
３
）。

溝
は
北
東
方
向

か
ら
南
西
方
向

に
流
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、

弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
ま
で

の
十
数
条
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
溝
が

ほ
ぼ
同
一
の
方

向
性
を
と
る
こ

と
や
分
岐
し
て

い
る
こ
と
、
そ

の
断
面
形
が
Ｖ

字
形
や
Ｕ
字
形

を
呈
し
て
い
る

こ
と
か
ら
用
水

路
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、

和
歌
山
市
が
行
っ
た
調
査
で
、
今
回
の
調
査
地
の

東
側
で
弥
生
時
代
の
水
田
跡
を
見
つ
け
て
い
る
た

め
、
用
水
路
と

し
て
機
能
し
て

い
た
可
能
性
は

大
き
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

弥
生
時
代
前

期
の
土
器
の
特

徴
は
、
胎
土
に

は
多
く
の
砂
粒

が
混
じ
り
、
器
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図 1　調査位置図（1:50,000）
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3

面
に
は
貼
付
突
帯
や
ヘ
ラ
状
の
工
具
に
よ
り
幅
二

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
沈
線
文
を
数
条
あ
る
い
は

多
条
に
頸
部
や
体
部
に
施
し
壺
を
装
飾
し
て
い
ま

す
（
写
真
４
・
5
）。

ま
た
、
甕
は
紀
伊
形
甕
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
一

般
的
で
、
胎
土
に
は
粗
い
砂
粒
を
多
量
に
含
み
、

器
面
を
ヘ
ラ
状
工
具
で
削
っ
て
い
ま
す
。
紀
の
川

下
流
域
で
作
ら
れ
た
土
器
に
は
粗
い
片
岩
粒
が
混

ざ
っ
て
い
る
た
め
一
目
で
わ
か
り
ま
す
（
写
真

６
）。
な
お
、
壺
・
甕
・
鉢
の
底
部
は
平
底
と
呼

ば
れ
る
扁
平
な
円

盤
状
形
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
弥

生
時
代
全
般
を
通

し
て
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

弥
生
時
代
中
期
の
土
器
は
壺
や
高
杯
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
器
面
調
整
は
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
り
器
面

表
面
の
砂
粒
を
沈
め
、
光
沢
を
出
す
た
め
に
磨
か

れ
て
い
ま
す
。
施
文
は
前
期
の
多
条
沈
線
文
の
施

文
方
法
の
流
れ
で
、
ク
シ
状
工
具
に
よ
り
頸
部
や

体
部
に
直
線
文
や
流
水
文
・
波
状
文
・
簾
状
文
が

多
用
さ
れ
、
貼
付
突
帯
や
凹
線
文
と
組
み
合
わ
せ

て
施
文
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
７
・
８
）。
甕
は
前

期
の
延
長
で
中

期
中
葉
ま
で
は

紀
伊
形
甕
が

残
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
降

の
器
面
調
整
は

タ
タ
キ
技
法
に

変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
タ
タ
キ

技
法
は
土
器
の

成
形
と
粘
土
内

の
気
泡
を
抜
く

た
め
に
板
状
工

具
に
よ
り
叩
き
締
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
合
わ

せ
て
器
面
装
飾
の
意
味
合
い
も
も
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
壺
な
ど
の
加
飾
は

控
え
ら
れ
、
中
期
の
土
器
に
見
ら
れ
た
よ
う
な

華
や
か
さ
は
無

く
な
り
簡
素

な
も
の
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま

す
。
壺
の
口
縁

端
面
に
は
凹
線

文
や
浮
文
が
加
飾
さ
れ
る
程
度
で
、
器
面
調
整

は
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
り
磨
か
れ
て
い
ま
す
。
甕

や
鉢
の
器
面
は
タ
タ
キ
調
整
さ
れ
成
形
さ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
９
）。

弥
生
時
代
も
終
焉
を
迎
え
、
古
墳
時
代
に
は
い

る
と
底
部
の
平
底
は
一
部
残
る
も
の
の
、
丸
底
へ

と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
（
写
真
10
・
11
）。
体
部

外
面
の
器
面
調
整
は
ハ
ケ
調
整
が
施
さ
れ
、
内
面

は
シ
ャ
ー
プ
な
ヘ
ラ
削
り
に
よ
り
器
壁
を
薄
く
仕

上
げ
て
い
ま
す
。

概
観
で
は
あ
り
ま
す
が
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
ま
で
の
土
器
の
様
相
を
時
期
に
沿
っ
て
み
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
土
器
が
変
貌
し
て
い

く
様
は
、
人
々
の
生
活
様
式
の
変
化
に
大
き
く
関

与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（

佐
伯
和
也
）

写真 9

写真 6

写真 7

写真 10

写真 8

写真 11
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井
辺
遺
跡
及
び
神
前
遺
跡
の
出
土
遺
物

井
辺
遺
跡
（
308
） 

及
び
神
前
遺
跡
（
307
） 

は
、

紀
の
川
下
流
域
南
岸
の
平
野
東
部
に
位
置
し
、
福

飯
ヶ
峯
（
標
高
一
〇
一
ｍ
）
の
山
麓
に
立
地
す
る

弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
で
す
。
今
回
の
調
査
は
、

都
市
計
画
道
路
松
島
本
渡
線
（
神
前
南
）
道
路
改

良
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
を
平
成
二
十
二
年
度
と

平
成
二
十
三
年
度
に
行
い
ま
し
た
。

井
辺
遺
跡
は
、
和
歌
山
市
井
辺
・
神
前
に
所
在

し
、
遺
跡
の
範
囲
は
東
西
約
一
，二
〇
〇
ｍ
、
南

北
約
五
〇
〇
ｍ
に
も
お
よ
び
ま
す
。
ま
た
、
神
前

遺
跡
は
、
井
辺
遺
跡
と
北
側
で
接
し
て
お
り
、
和

歌
山
市
神
前
に
所
在
し
、
遺
跡
の
範
囲
は
南
北
約

七
〇
〇
ｍ
、
東
西
約
四
五
〇
ｍ
に
お
よ
び
ま
す
。

調
査
地
は
、
神
前
遺
跡
と
井
辺
遺
跡
に
分
か
れ

ま
す
。
神
前
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
溝
十
数
条
と
谷
状
地
形
、
鎌
倉
時

代
の
溝
と
耕
作
痕
を
検
出
し
ま
し
た
。
井
辺
遺
跡

2
0
1
1
‐
3
・
4 

区
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
か

ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
大
量
の
土
器
が
廃

棄
さ
れ
た
溝
お
よ
び
大
量
の
木
製
品
・
建
築
部
材

を
伴
う
自
然
流
路
、
古
墳
時
代
後
期
の
畑
と
考
え

ら
れ
る
畝
状
遺
構
及
び
土
坑
列
を
検
出
し
ま
し
た
。

井
辺
遺
跡
2
0
1
1
‐
4 

区
の
南
か
ら
南
東

部
分
で
は
、
幅
十
ｍ
前
後
の
4
2
5
9
自
然
流

路
を
検
出
し
て
お
り
、
井
辺
遺
跡
2
0
1
0
‐

1
・
2
区
に
お
い
て
も
、
こ
の
自
然
流
路
の
延
長

を
検
出
し
て
い
ま
す
。

自
然
流
路
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
、
流
水
状

態
で
機
能
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
終
末
期
以
降
に

水
流
が
弱
ま
り
滞
水
状
況
を
呈
し
、
徐
々
に
埋
没

し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

最
終
埋
没
時
期
か
ら
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
に

は
湿
地
と
な
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
自

然
流
路
か

ら
は
、
多

量
の
完
形

土
器
と
と

も
に
、
木

製
品
・
建

築
部
材
が

出
土
し
て

お
り
、
集

落
縁
辺
部

に
お
け
る

自
然
流
路

の
水
利
用

に
つ
い
て

具
体
的
な

材
料
を
提

供
す
る
こ

と
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
自

然
流
路
肩
部
に
は
形か
た

代し
ろ

等
の
祭さ
い

祀し

具ぐ

や
、
小
型
丸

底
壺
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
を
供
献
し
て
お
り
、
水

の
祭
祀
に
関
わ
る
跡
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
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図１　調査地位置図

今回の調査地

図 1　調査位置図（1:50,000）

写真 2 井辺遺跡４区　4259
自然流路下層全景（北東から）

写真 1 井辺遺跡４区　4260・3065 溝
遺物出土状況（北北東から）
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土師器　直口壺

農具　横槌建築部材　屋根形木製品

紡織具　織機

弥生土器　土製支脚

祭祀具　剣形木製品

弥生土器　甕

弥生土器　器台

雑具　椅子（脚部）

銅鏃

銅製耳環

弥生土器　細頸壺

弥生土器　広口壺
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名
勝
和
歌
の
浦 

妹
背
山
三
断
橋
整
備
事
業
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平
成
二
十
二
年
八
月
、
玉
津
島
神
社
を
中
心
と
し
た
和
歌
の
浦
干
潟
な
ど
が
、
白

浜
町
円
月
島
と
共
に
日
本
国
に
と
っ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
と
し

て
記
念
物
『
名
勝
』
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

名
勝
と
は
、
自
然
的
名
勝
と
人
工
的
名
勝
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
前
者
は
、
自
然
が

造
り
上
げ
た
人
智
の
及
ば
な
い
景
観
、
那
智
の
滝
、
橋
杭
岩
な
ど
を
い
い
ま
す
。
後

者
は
、
養
翠
園
、
和
歌
山
城
西
の
丸
庭
園
な
ど
、

人
工
的
に
造
り
上
げ
た
庭
園
を
い
い
ま
す
。
名

勝
和
歌
の
浦
は
、
こ
の
二
つ
が
組
み
合
わ
さ
り

指
定
さ
れ
た
類
い
希
な
る
名
勝
な
の
で
す
。

神
が
造
っ
た
名
勝
和
歌
の
浦
。
抜
け
る
よ
う

な
青
い
空
、
雲
は
動
き
、
水
平
線
上
に
は
幾
十

に
も
重
な
る
長
峰
山
脈
、
手
前
の
名
草
山
、
章

魚
頭
姿
山
に
囲
ま
れ
た
大
パ
ノ
ラ
マ
空
間
の
な

か
に
、
片
男
波
の
砂
州
を
境
に
、
大
海
原
か
ら

波
が
打
ち
寄
せ
、
和
歌
の
浦
干
潟
は
生
命
の
循

環
を
示
す
か
の
よ
う
に
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
り

姿
形
を
変
え
ま
す
。
一
石
で
出
来
た
伽
羅
岩
の

玉
の
よ
う
に
美
し
い
玉
津
島
が
存
在
し
ま
す
。

全
て
が
動
的
に
躍
動
し
、
一
瞬
た
り
と
も
同
じ

風
景
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
紀
ノ
川
下
流
域
の
空

間
は
、
神
が
造
っ
た
と
意
識
し
た
の
で
す
。

今
後
天
満
宮
、
東
照
宮
な
ど
の
追
加
指
定

で
は
、『
名
勝
』
と
共
に
『
史
跡
』
で
の
指
定

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
念
物
（
史
跡
、
名

勝
、
天
然
記
念
物
）
全
て
で
指
定
で
き
る
場
所

は
、
全
国
で
は
唯
一
、
名
勝
和
歌
の
浦
の
み
な

の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渋
谷
高
秀
）

井
筒
和
幸
監
督
の
『
パ
ッ
チ
ギ
』
は
い
い
映
画
で
し
た
ね
。
塩
谷
瞬
・
沢
尻

エ
リ
カ
主
演
。
た
し
か
あ
の
年（
二
〇
〇
五
）の
キ
ネ
マ
旬
報
の
第
一
位
で
し
た
。

と
り
わ
け
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
主
題
歌
「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
」
が

流
れ
る
ま
で
の
十
五
秒
ほ
ど
の
二
人
の
演
技
は
感
動
で
し
た
。
純
真
無
垢
。
後

年
、
芸
能
界
を
お
騒
が
せ
す
る
こ
と
に
な
る
二
人
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
あ
の
映
画
の
基
調
に
あ
る
の
は
在
日
朝
鮮
人
の
問
題
で
し
た
。

舞
台
と
な
っ
た
京
都
に
は
、
今
な
お
多
く
の
在
日
の
方
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す

し
、
歴
史
的
に
見
て
も
平
安
京
遷
都
に
あ
た
っ
て
は
渡
来
系
の
有
力
氏
族
・
秦

氏
の
力
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
古
代
の
和
歌
山
、
と
く
に
紀
の
川
河
口
域
も
古
く
か
ら
韓
半
島

の
影
響
を
強
く
受
け
た
地
域
で
す
ね
。
こ
の
こ
と
は
考
古
学
的
に
も
明
ら
か
で

す
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
れ
ば
大
谷
古
墳
出
土
の
垂
飾
付
耳
飾
・
馬ば

冑ち
ゅ
う

、
車し
ゃ

駕が

之の

古こ

址し

古
墳
出
土
の
金
製
勾
玉
、
楠
見
遺
跡
や
六む

十そ

谷た

遺
跡
か
ら
出
土
し
て

い
る
陶
質
土
器
・
初
期
須
恵
器
な
ど
の
遺
物
の
ほ
か
、
国
内
で
も
比
較
的
早
い

段
階
で
竈か

ま
ど

付
の
住
居
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
り
、
新
し
い
埋
葬
方
法
で
あ
る
横
穴

式
石
室
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
り
と
渡
来
人
も
し
く
は
そ
の
系
譜
を
ひ
く
人
た

ち
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
へ
ん
は
和
歌
山
市
立
博
物
館

の
図
録
『
渡
来
文
化
の
波
』
二
〇
〇
一
に
詳
し
い
で
す
。
あ
の
図
録
は
い
い
で

す
よ
。
お
薦
め
し
て
お
き
ま
す
。）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
か
ら
こ
の
地
域
（
平
井
Ⅱ
遺
跡
）
で
の
大
規
模
な

発
掘
調
査
に
着
手
し
て
お
り
、
何
が
出
て
く
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
れ
は
と
も
か
く
お
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
、
二
つ
の
文
化
が
融
合
さ
れ
る

と
何
か
芳
醇
な
香
り
が
醸
し
出
さ
れ
、
一
国
の
文
化
に
彩
り
を
添
え
る
気
が
し

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
二
つ
の
文
化
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。

二
股
は
ダ
メ
で
す
け
ど

｜
｜

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
村
田　

弘
）

徳川頼宣公が父家康公を東照宮に、母お万の方を妹
背山多宝塔に祀りました。慶安四年（1651）頃、造ら
れた三断橋。幾度かの台風により満身創痍です。今
年度、当センターが本格的な整備事業を行います。

藤代峠御所の芝から見た和歌浦湾。後白河法皇が熊
野道で最も美しいと言った景色。蓮如上人が浄土をみ
た空間、私たちは今同じ風景を見ることが出来ます。

発
掘
屋
余
話 

⑱
　
二
つ
の
文
化
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 （公財）和歌山県文化財センター

●歩いて知るきのくに歴史探訪　～慈尊院と高野山町石道～　2012年10月20日（土）　

和歌山県立紀伊風土記の丘

●古墳公開② 「風土記の丘の古墳見学会 ～大日山35号墳とその周辺～」
 2012年10月 6日（土）
●特別展 「紀伊弥生文化の至宝」 2012年 9月29日（土）～12月 2日（日）
●民家公開② 「県指定文化財旧谷村家住宅・県指定文化財旧小早川家住宅」
 2012年11月 3日（土）～  　 4日（日）
●古墳現地ガイドツアー① 「前山地区の古墳をめぐる」 2012年11月24日（土）

 和歌山県立博物館

●特別展 「よみがえる軍艦・エルトゥールル号の記憶」 2012年 9月 8日（土）～10月11日（木）
●特別展 「高野山麓　祈りのかたち」 2012年10月20日（土）～12月 2日（日）
●企画展 「和歌の浦の風景」 2012年12月 8日（土）～2013年1月20日（日）

 和歌山市立博物館

●特別展 「ヘンリー杉本とその時代」 2012年10月20日（土）～11月25日（日）

 高野山霊宝館

●秋の展覧会 「天皇の霊宝－王朝が見た高野山－」 2012年 9月29日（土）～12月16日（日）

風車60（2012・秋号）
平成 24年 9月 28日発行

（公財）和歌山県文化財センター

URL　http://www.wabunse.or.jp

【事務局】
〒640-8404 和歌山市湊571-1
TEL  073-433-3843
FAX  073-425-4595
maizou-1@wabunse.or.jp

【埋蔵文化財課分室】
〒640-8345和歌山市新在家61-４
TEL/FAX  073-472-3710

【文化財建造物修理事務所】
◎金剛三昧院保存修理事務所
〒648-0211  伊都郡高野町高野山425
TEL/FAX  0736-56-5578

（公財）和歌山県文化財センター　連絡先一覧
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